
し
た
ま
ち
　
　
ぼ
う
じ
ょ
う

新
潟
・
下
町

・
坊

城

遺
跡
Ｃ
地
点

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
中
条
町
本
郷
町

。
江
上

・

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
五
月
１

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
中
条
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
水
澤
幸

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
荘
園
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
―

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

中
条
町
の
あ
る
胎
内
川
流
域

一
帯
は
中
世
荘
園
と
し
て
名
高
い
摂
関
家
領
奥

山
荘
の
所
在
地
で
あ
り
、
荘
域
は
現
在
の
中
条
町

・
黒
川
村
を
中
心
に
、
関
川

村

・
荒
川
町

。
加
治
川
村
の

一

部
ま
で
含
む
広
大
な
地
域
を
占

め
た
。
町
内
本
郷
町
の
微
高
地

上
に
は

一
五
世
紀
の
在
地
領
主

中
条
氏
の
居
館
で
あ
る
江
上
館

跡

（国
史
跡
奥
山
荘
城
館
遺

知
跡
）
が
立
地
す
る
が
、
下
町
。

中

坊
城
遺
跡
は
そ
の
西
―
南
隣
に

広
が
る
遺
跡
で
あ
り
、
江
上
館

館モ
ノの

越 :

と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。

下
町

・
坊
城
遺
跡
は
、
Ａ
Ｉ
Ｃ
の
三
地
点
で
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、　
一
九

九
六
年
１
九
九
年
ま
で
の
四
ヵ
年
で
調
査
面
積
は
二
五
〇
〇
〇
ド
を
越
え
る
。

こ
れ
に
北
東
に
近
接
す
る

一
五
世
紀
の
領
主
居
館
で
あ
る
江
上
館
跡
の
調
査
面

積
を
合
わ
せ
る
と
、
三
〇
〇
〇
〇
♂
以
上
の
中
世
遺
跡
を
調
査
し
た
こ
と
に
な

Ｚや
。こ

の
う
ち
、
江
上
館
の
西
南
約
四
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
Ｃ
地
点
で
は
、
長
さ

一
六
〇
ｍ

に
わ
た
っ
て
検
出
し
た
Ｌ
字
形
に
流
れ
る
幅
五
―
二
五
ｍ
の
川
の
両
岸
、
及
び

そ
の
北
方
に
立
地
し
た
居
住
地
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
時
期
的
に
は
、　
〓

一世

紀
後
半
―

一
四
世
紀
が
主
体
で
あ
る
が
、　
〓

一世
紀
前
半
以
前
の
遺
物
や
、
川

の
埋
没
後
に
営
ま
れ
た

一
工
世
紀
の
遺
構

・
遺
物
も
か
な
り
の
量
が
出
土
し
て

お
り
、
中
世
を
通
じ
て
生
活
が
維
持
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物

一
〇
七
棟
、
井
戸
三
二
基
な
ど
が
あ
り
、
特
に
入
角

形
の
井
戸
枠
を
持
つ
も
の
は
注
目
さ
れ
る
。
南
西
隅
で
は
、　
一
五
世
紀
に
川
を

礫
や
木
枝
で
埋
め
立
て
て
造
っ
た
道
路
敷
も
み
つ
か
っ
て
い
る
。

本
地
点
を
特
徴
づ
け
る
遺
物
は
、
大
量
の
土
器
皿
と
漆
器
で
あ
る
。
土
器
皿

は
、
当
該
期
の
遺
物
の
過
半
を
占
め
て
お
り
、
越
後
で
は
特
異
な
組
成
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
瀬
戸

・
美
濃
巴
紋
瓶
子

・
水
注
、
青
磁
大
型
香
炉

・
双
魚
紋
皿
、
青

白
磁
、
緑
釉
盤
な
ど
の
高
級
陶
磁
器
と
と
も
に
遺
跡
の
性
格
を
物
語
っ
て
い
る
。

た
だ
し
北
隅
で
は
、
小
鍛
冶
の
炉
も
み
つ
か
っ
て
お
り
、
職
人
の
存
在
も
認
め

ら
れ
る
。
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川
跡
か
ら
は
、
大
量
の
焼
物
と
と
も
に
曲
物

・
下
駄
な
ど
の
木
製
品
が
出
土

し
て
い
る
。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、　
一
工
○
個
体
を
越
え
る
漆
器
で
あ
る
。

器
種
に
は
、
椀

・
皿

・
盆
な
ど
が
あ
り
、
白
木
の
椀

・
皿
も
三
〇
個
体
を
数
え

た
。
漆
器
の
ほ
と
ん
ど
は
総
黒
色
の
製
品
で
あ
る
が
、
漆
絵
を
有
す
る
も
の
も

三
割
程
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
当
時
に
お
け
る
漆
器
の
重
要
性
が
明
ら
か
と

な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
Ｃ
地
点
の
性
格
と
し
て
は
（
江
上
館
築
城
以
前
の
奥
山
荘
の
中

心
地
と
考
え
ら
れ
、
居
住
者
と
し
て
は
惣
領
地
頭
で
あ
る
三
浦
和
田

（中
条
）

氏
ク
ラ
ス
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。

木
簡
は
右
に
述
べ
た
川
跡
か
ら
、
漆
器
な
ど
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る
。
層

位
的
に
は
、
褐
色
砂
質
土
か
ら
の
出
上
で
、
ベ
タ
高
台
の
漆
器
皿
や
青
磁
鏑
蓮

弁
紋
椀
と
同

一
の
層
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
、　
三
二
世
紀
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪
　
。「＜南
無
阿
弥
陀
佛〔Ⅲ
酔
欧
酔
酔
酔
配
□
」

。
「
＜
南
元
阿
弥
陀
佛
【師
酢
隊
砂
酔
酔
配
□
」

　

∞Φ睫
卜叉
伽
墓

完
形
の
木
簡
で
、
表
裏
同
文
で
あ
る
。
全
長
四
〇
釦
近
く
の
大
形
品
で
、
比

較
的
薄
い
。
頭
都
は
や
や
え
ぐ
れ
る
圭
頭
で
、
基
部
に
二
対
の
刻
目
が
入
れ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
片
面
の
頭
部
の
み
が
黒
く
塗
り
潰
さ
れ
て
い
る
。
下
部
は
、

両
側
か
ら
斜
め
に
切
り
込
み
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
左
右
非
対
称
で
あ
る
。
文
字

は
、
名
号
及
び

「し
ち
く
わ
い
き
□
□
」
と
記
さ
れ
、
七
回
忌
の
供
養
に
関
わ



る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
形
状
と
文
字
か
ら
、
本
木
簡
の

用
途
は
供
養
塔
婆
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

な
お
、
釈
読
に
つ
い
て
は
、
青
山
学
院
大
学
藤
原
良
章
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

水
澤
幸

一

「
越
後
国
奥
山
荘
政
所
条
の
都
市
形
成
」
『都
市

の
求
心
カ
ー

城

。
館

。
寺
』
（中
世
都
市
研
究
会
第
七
回
研
究
集
会

〈山
形
大
会
〉
資
料
集
）
盆

九

九
九
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（水
澤
幸

一
）

ふ
な

と

か
わ

さ
き

新
潟
・船
戸
川
崎
遺
跡

所
在
地
　
　
　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
中
条
町
城
塚

調
査
期
間
　
　
第
四
次
調
査
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
八
月
―

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
中
条
町
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
吉
村
光
彦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
官
衛
関
連
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
四
世
紀
、
八
―
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

船
戸
川
崎
遺
跡
は
、
塩
津
潟
に
流
れ
込
む
舟
戸
川
の
河
口
に
位
置
す
る
集
落

跡
で
あ
る
。
遺
構
は
ほ
と
ん
ど
検
出
し
て
い
な
い
が
、
第
二
次
調
査
と
第
四
次

4321

調
査
で
律
令
制
下
の
祭
祀
に
関

す
る
遺
物
群
が
大
量
に
出
土
し

た
。
す
な
わ
ち

一
九
九
七
年
の

第
二
次
調
査
で
検
出
さ
れ
た
川

跡
か
ら
は
、
人
形
三
点

・
封
絨

木
簡
状
木
製
品
二
点

・
盤
七

点

・
曲
物

・
付
木
な
ど
の
木
製

品
が
出
土
し
て
お
り
、
祓
が
行

な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え

(中  条 )




